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成立の系譜」となった所以である。

モース旧蔵の「扁額」
2013 年 9 月 12 日には，偶々共同研究の用務があって

イェール大学クレーン教授のもとに滞在していたが，イグ・
ノーベル化学賞が戴けるということで，アムトラックに乗っ
てニュー・ヘブンからボストンへ赴き，ハーバート大学へ向
かった。授賞式は午後遅くということであるので，昼前後に
かけてハーバート大学植物標本館にある 8 枚の加藤竹斎扁
額を見せてもらうこととした。イェール大学から同行の共同
研究者デュヴァル（A. DuVal）さんとともに，標本館でシュ
ムール（M. Schmull）博士から扁額を見せていただいた。
それは，上記モースの個人蔵のもので，モースが日本から持
ち帰ったものは大部分がピーボディー博物館にあり，美術品
はボストン美術館にあるが，それとは別な扱いで，彼が終生
手元に置いていたものであるとのことであった。没後，遺族
が大学へ寄贈したという由来があることを知ったが，その一
枚「キリ」の扁額（図 -4）を見たとき，我々は有名な図を
思い浮かべることになった。それは，前々回紹介したシーボ
ルト (Philipp Franz von Siebold) の「日本植物誌」に載っ
ているキリ (Paulownia tomentosa) の図（図 -5）である。模写
したものではなく，「日本植物誌」の図を元に改変したもの
であった。植物画の特徴である，写実性が基本であるが，構
造的な特徴をも表したものであり，茎の横断を示し，種子の
付き方も示されていた。ここに至って，我々は狩野派絵師と
して出発した加藤竹斎が，徳川幕府の崩壊により本来の職を
失い，新政府に仕え，文部省で教育用絵画を描き，後に東京
大学小石川植物園の画工となったのであり，西洋画法を導入
して，植物画を描くようになっていったことが見て取れる。
我々の見た扁額は，まさにその産物なのである。そこから更
に，日本における植物が成立の流れを辿れることに気づいた

（Nagata  et  al,  2013b）。

植物画成立の流れ
まず，シーボルトの日本植物誌のキリの原画（図 -4）は，

川原慶賀によりなされている。その原画は，シーボルトの没
後，遺族により幕末から明治初期に函館で活動したマキシモ
ヴィチッチ（R. Maximowicz）が関与して，ロシア王室へ
売却され，現在セント・ペテルブルクのコマルフ植物学研究
所にあることが知られている。川原慶賀とは，「沈 南頻」風
の写実画に長けていたことにより，長崎出島のオランダ商館
に出入りを許されていたが，出島へ来たシーボルトは彼の腕
を見込んで，膨大な画業を依頼したので，「シーボルトの眼」
といわれるようになっていった。シーボルトは更に，フィ
ラニューフュ (C.H. de Villeneuve) をオランダよりよんで，
より正統的な西洋画法を慶賀に習わせしめ，多量の動植物画，
風俗画を描くこととなった。その結果，オランダ ライデン
の国立民族博物館を始めとして，ドイツ，ロシアに彼の作品
は多量にある。私もライデンの民族博物館を訪問したことが
あるが，その量に圧倒された。ところが，そのように彼の作
品は国外には多量にあるのに，我国にあるものは極めて限定
されており，そのほとんどがお絵像という肖像画であること
で，あまり知られている存在ではなかった。1990 年前後か
ら，オランダなどからもたらされた作品の展示会があって，
やっと知られるようになった。彼がシーボルト事件に連座し
て罪を問われたこともその知名度の低さに関連しているかも
しれない（兼重　2003）。

かくして，シーボルト，フィラニューフェ，川原慶賀の画
業と加藤竹斎制作の扁額とは関連付けることができるように
なったが，これで私は日本植物画法成立の一つの流れを辿る
ことができたという思いに至った。この流れは，従来の西洋
画法は，司馬江漢，平賀源内，小田野直武，渡邊崋山と続く
流れとは独立していることを改めて認識した。
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図 -4　キリ扁額
ハーバート大学植物
標本館蔵のキリ扁額
(Nagata 2013b)
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図 -5　 シ ー ボ ル ト
「日本植物誌」のキリ
シーボルト「日本植
物誌」に掲載されて
いるキリ図 (Nagata 
2013b)
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図 -6　川原慶賀のキリ
ロシア　セント・ペテ
ルスベルク　コマルフ
植物研究所蔵の川原慶
賀作のキリ図 (Nagata 
2013b)
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■協会だより
■試験成績検討会
●�平成30年度春夏作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績
検討会

　日時：平成30年11月12日（月）�13:00～17:00�
　場所：ホテルラングウッド
� � 東京都荒川区東日暮里5-50-5
� � TEL�03-3803-1234

●�平成30年度畑作・草地飼料作関係除草剤・生育調節剤
試験成績検討会

　日時：平成30年11月28日（水）�10:00～17:00
� � � � � 29日（木）���9:30～17:00
　場所：浅草ビューホテル
� � 東京都台東区西浅草3-17-1
� � TEL�03-3847-1111

●平成30年度水稲関係生育調節剤試験成績検討会
　日時：平成30年12月6日（木）��13:00～17:00
　場所：浅草ビューホテル

●�平成30年度水稲関係除草剤直播栽培・畦畔等�適用性試験
成績検討会

　日時：平成30年12月11日（火）�10:00～18:00
（講演会※�17:00～18:00）

� � � � � 12日（水）��9:30～12:00
　場所：浅草ビューホテル
　※水稲直播栽培に関する講演会
　　講師：下坪�訓次�(水稲直播研究会)

●平成30年度水稲関係除草剤試験成績中央判定会議
　日時：平成30年12月12日（水）�13:00～17:00
� � � � � 13日（木）���9:30～17:00　　��
　場所：浅草ビューホテル
〈判定結果発表〉
　日時：平成30年12月14日（金）�15:00～17:00
　場所：植調会館3階会議室
� � 東京都台東区台東1-26-6
� � TEL�03-3832-4188

●�平成30年度春夏作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験
成績検討会

　日時：平成30年12月18日（火）�10:00～17:00
　　　　　　　　　���19日（水）��9:30～17:00
　場所：浅草ビューホテル

■研究会等
■日本農薬学会第16回農薬バイオサイエンス研究会シンポジウム
　日時：平成30年11月23日�(金・祝)　13:30～16:10
　場所：京都大学�北部構内　旧演習林事務室�ラウンジ
� � http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/campus/�
� � facilities/kyoshokuin/ensyuurin
　テーマ：農薬研究の最前線とその未来像を描く
　講演：
　「感染制御型農薬の可能性：エフェクターをメイントピックとして」
　　　高野�義孝�(京都大学大学院農学研究科)
　「新規除草剤開発を事例とした作用機構研究の農薬開発に
　　おける役割（仮）」
　　　河合�清�(クミアイ化学工業株式会社)
　「新規殺虫剤フルキサメタミド（グレーシア®）に関する研究」
　　　旭�美穂�(日産化学株式会社)
　「植物の農薬取り込みメカニズムを利用した農薬の新規利
　　用法」
　　　乾�秀之�(神戸大学バイオシグナル総合研究センター)
　参加費：無料
　問合せ先：
　　〒010-0195　秋田市下新城中野字街道端西�241-438
　　秋田県立大学生物資源科学部　野下�浩二
　　TEL:�018-872-1634　　Email:�noge@akita-pu.ac.jp
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